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「とちぎの環境美化県民運動」参加へのお願い
　町民の皆さま、町内の清掃活動にご参加くださる
よう、ご協力をお願いします。
●日　時　　5月 27日（日）午前 7時～午前 9時
●場　所　　町内全域（小雨決行）
●問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　　☎ 0287 － 92－ 1112

「とちぎの環境美化県民運動」とは
　県下一斉に環境美化運動を実施することにより啓
発効果を高め、環境意識のさらなる高揚を図るとと
もに、地域社会における県民の交流や協力を深め「と
ちぎの人間力」形成に資するため実施するものです。
具体的な内容は次のとおりです。
●散乱ごみ等の一斉収集及び環境美化活動の実践
●マイカー利用者、観光客に対する空き缶等持ち帰
　り、不法投棄防止の呼びかけ
●県民に対する運動の周知及び散乱ごみ問題の啓発

平成 18年度那珂川町「とちぎの環境美化県民運動」実績

※各種団体等は、老人会、婦人会、漁業組合、ボーイスカウトなどです。
※平成 18年度実績については、実施当日が雨のため、参加団体が通年より少なくなっています。

「
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動
」
の
実
施

　

平
成
17
年
度
ま
で
旧
馬
頭
町
、
旧
小
川
町
で
は
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

と
し
て
、５
月
下
旬
の
日
曜
日
に
11
都
県
で
開
催
す
る「
環
境
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
那
珂
川
町
と
し
て

初
め
て
「
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
５
月
27
日
を
「
県
民
統
一
行
動
日
」
と
し
て
県
内
全
域
で
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
町
で
は
馬
頭
地
区
は
自
治
会
中
心
に
、
小
川
地
区
は
子
ど
も
育
成

会
を
中
心
に
河
川
や
道
路
な
ど
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、平
成
18
年
度
に
は
１
、６
２
５
人
が
参
加
し
、缶
類
９
、５
２
２

個
、
ビ
ン
類
１
、６
６
９
個
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
８
１
９
㎏
な
ど
、
ご
み

全
体
で
１
・
９
ｔ
を
収
集
し
ま
し
た
。
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
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「
愛
ロ
ー
ド
と
ち
ぎ
」
に

　

  

４
社
と
１
団
体
が
合
意

　
「
愛
ロ
ー
ド
と
ち
ぎ
」
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
、
道

路
管
理
者
（
県
）
の
３
者
が
道
路

美
化
活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

協
力
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環

境
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
次
の
４
社
と
１
団
体

が
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
、
道
路

の
清
掃
作
業
な
ど
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

６
年
目
を
迎
え
た
「
小
川
舟

戸
水
神
会
」
の
清
掃
活
動

　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
お
こ
う
と
「
舟

戸
水
神
会
」
が
清
掃
活
動
を
始
め

て
か
ら
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

会
員
は
29
名
。
お
も
に
那
珂
川

堤
防
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や

県
道
矢
板
馬
頭
線
沿
線
の
除
草
作

業
、
ご
み
拾
い
を
年
４
回
定
期
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
舟
戸
水
神
会
」が
中
心
と
な
っ

て
、婦
人
団
体
「
舟
戸
元
気
か
い
」

「
本
町
リ
ト
ル
ラ
ブ
」
も
参
加
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
は
朝
６
時
に
集
合
。
約

２
時
間
の
作
業
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
１

台
分
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

平
成
17
年
７
月
に
は
南
那
須
地
区

緑
化
推
進
委
員
会
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
所
進
会
長
は
「
環
境
意
識
が

高
ま
り
、
以
前
と
比
べ
る
と
ご
み

の
量
は
減
っ
て
い
る
が
、
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
が
い
つ
も
き
れ
い

で
あ
る
よ
う
、
今
後
も
こ
の
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
今
年
も

５
月
27
日
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　 「愛ロードとちぎ」合意業者及び団体
 ◦住友金属鉱山シポレックス ㈱　栃木工場
 ◦佐藤建設 ㈱
 ◦㈱ 吉野工業所　那須小川工場
 ◦㈱ 吉野工業所　小川第２工場
 ◦小川舟戸水神会

機械式生ごみ処理機設置補助金制度
　町では、ごみ減量化の一環として家庭から排出される
生ごみを自家処理する機械式生ごみ処理機を設置しよ
うとする方に対し、購入費用の一部を補助します。

●補助の対象
　機械的に生ごみの容量を減少させる機種
●補助資格
　①那珂川町に住所を有し、かつ、居住している者
　②生ごみ処理機で処理されたものを自家処理または
　　利用できる者
●補助金額
　・購入費の 3 分の 1（1,000 円未満の端数金額は切
　　り捨て）
　・限度額 2 万円
●補助台数  1 世帯につき 1 台
●問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　　☎ 0287 － 92 － 1112

小
川
舟
戸
水
神
会
の
メ
ン
バ
ー
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11
回
目
を
迎
え
た
交
流

　

４
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の
６

日
間
、
姉
妹
都
市
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ

村
（
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
親
善
訪
問

団
員
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
と
の
交
流

は
、
平
成
５
年
４
月
に
旧
馬
頭
町

が
姉
妹
都
市
と
し
て
提
携
し
、
那

珂
川
町
に
な
っ
て
か
ら
も
引
き
続

き
交
流
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
11
回
目
の
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
３
月
に
は
当
町
の
中
・
高

校
生
な
ど
17
名
が
ア
メ
リ
カ
へ
渡

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
貴
重

な
体
験
を
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
団
員
は
学
生
８

名
、大
人
３
名
の
計
11
名
が
参
加
。

町
内
の
６
軒
の
家
へ
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
ま
し
た
。
団
員
が
日
本
の
生

活
を
体
験
し
、
文
化
や
習
慣
の
違

い
を
学
ん
だ
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

アメリカ  ホースへッズ村の

親善訪問団が来町
URL
http:/

/www.h
orsehe

ads.or
g/

役場庁舎を見学するディックさん、モーリー
ンさん、メリーさん（左から）

板山家とタイラーさん㊧、エドワードさん㊨

小高家とモリーさん㊧、アシュリーさん㊨ 岡家とエヴァンさん㊧、ナサニエルさん㊨

トマト農家を視察
馬頭祝太鼓の
衣裳を着て

まほろば太鼓の練習を体験

風
土
記
の
丘
資
料
館
で
火
起
し
体
験

小
砂
焼
の
ろ
く
ろ
を
体
験

船見家とアンソニーさん㊧、ライアンさん㊨
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身
近
な
相
談
相
手 

… 

行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

行
政
相
談
制
度
と
は
？

　

行
政
（
総
務
省
）
と
民
間
有
識

者
で
あ
る
行
政
相
談
委
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営

の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
ご
相
談
を

国
の
仕
事
、
特
殊
法
人
等
の
仕
事

◎
相
談
を
し
た
が
、
説
明
や
措
置

な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い
。

◎
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
。

◎
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な

い
。

年
金
、
医
療
保
険
、
老
人
保
健
・

福
祉
、
交
通
安
全
、
郵
便
、
道
路
、

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等

◎
道
路
の
案
内
標
識
を
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い

◎
鉄
道
と
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
を
調
整

し
て
乗
り
継
ぎ
時
間
を
確
保
し
て

ほ
し
い
。

◎
年
金
の
裁
定
額
に
納
得
で
き
な

い
。

◎
許
可
申
請
を
し
た
が
、
早
く
決

定
し
て
ほ
し
い
。

平
澤
秀
子
氏

守
谷
次
男
氏
が
行
政
相
談
委
員
に

　

行
政
相
談
委
員
に
平
澤
秀
子
氏

（
馬
頭
地
区
担
当
）、
守
谷
次
男
氏

（
小
川
地
区
担
当
）
が
４
月
１
日

付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
毎
月
第
３
・
第
４

水
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
１

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

民
間
の
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を

擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
諸
外
国
に
も
例
を
み

な
い
制
度
で
す
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
次
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
２

町の行政相談委員
・平澤　秀子（東戸田）　☎ 0287 － 96 － 2557

・守谷　次男（小　川）　☎ 0287 － 96 － 3169

5月の行政相談日
　　16 日　馬頭総合福祉センター

　　23 日　すこやか共生館

　　時  間　午前 9 時30分～ 11時30分

町の人権擁護委員
・長谷川久夫（小　川）　☎ 0287 － 96 － 2565

・大金　　進（大　内）　☎ 0287 － 92 － 3869

・髙林　和男（大山田下郷）　☎ 0287 － 93 － 0102

・髙田　　敬（馬　頭）　☎ 0287 － 92 － 2370

・岡　　豊子（久那瀬）　☎ 0287 － 92 － 5604

・薄井　忠惠（小　川）　☎ 0287 － 96 － 4398

・岸　　礼美（片　平）　☎ 0287 － 96 － 2616

特設人権相談所の開設
　　日　時　６月１日　午後１時から３時まで

　　場　所　馬頭総合福祉センター

　　　　　　小川総合福祉センター

平 澤 秀 子氏守 谷 次 男氏

小川小学校で行われた人権の花贈呈式
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20

今月は、

「地上デジタルテレビ

放送」についてお知ら

せします。

地上デジタルテレビ放送の開始とアナログテレビ放送の終了の時期について

　地上デジタルテレビ放送（地デジ）は、平成 15（2003）年 12 月に関東・中京・近畿からスタートし、そのエ
リアを順次拡大し、すでに、全国の都道府県庁所在地において放送中です。昨年 12 月からは、矢板中継局からも
地上デジタルテレビ放送が開始されました。平成20年３月ごろに馬頭中継局からも放送開始の予定です。そして、
４年後の平成23（2011）年７月 24日までには、アナログテレビ放送からデジタルテレビ放送に完全移行になります。

地上デジタルテレビ放送を見るためには

アナログ放送 平成23（2011）年７月24日までに終了

アナログＨＶ放送 平成19（2007）年9月終了

アナログ放送 平成23（2011）年までに終了

デジタル放送 

１１０度ＣＳデジタル放送 

デジタル放送

平成21年（2009）年４月新しいケーブルテレビサービス開始

Ｃ
Ｓ
放
送

地
上
放
送

Ｂ
Ｓ
放
送

す
べ
て
の
テ
レ
ビ
放
送
は
デ
ジ
タ
ル
へ

平成15（2003）年 12月 平成18（2006）年 平成23（2011）年

デジタルテレビに買い換える デジタルチューナーをつける ケーブルテレビに加入し、

ＳＴＢをつける

※地域によっては、地上デジタル放送を視聴できない場合があります。

　今までのアナログテレビは、そのままでは、地上デジタル放送が見られなくなります。
　地上デジタル放送を見るためには、次のような対応が必要です。
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地上デジタルテレビ放送による放送サービスについて

　デジタル技術を使うと、テレビがもっときれいに便利になり、放送サービスが充実します。具体的には、
次のとおりです。

１ 映像障害等の解消
　アナログ放送では、視聴者に届くまでに雑音で
映像と音声が劣化したり、高い山などの影響で
ゴーストが起こりますが、デジタル放送では劣化
やゴーストはなく、高品質の映像・音声が届けら
れます。

２ 高齢者や障害のある方へのサービス
　受信機の標準機能として字幕放送を楽しむこと
ができたり、ドラマなどの筋書きを音声で紹介す
る解説放送や、受信機によってはゆっくりした速
度で聞くことができます。

３ ハイビジョン
　16対９のワイド画面、ハイビジョンによる高
画質の映像、CDなみの高音質の音声により、ス
ポーツ番組や自然番組が、まるでその場にいるか
のような臨場感と迫力を楽しめます。

４ データ放送
　データ放送により、リモコンのボタンを押すだ
けで、視聴している番組に関する情報やニュース、
気象情報、交通情報、さらに暮らしに役立つさま
ざまな情報をいつでも見ることができます。

４ 複数番組の同時放送
　デジタル化により、標準画質の番組は２～３の
番組を同時に放送することが技術的に可能となり
ます。スポーツ中継が延長されても、ドラマなど
も遅れることなく見ることができます。

５ 電子番組ガイド（EPG）
　当日から一週間分の番組表がテレビ画面上で見
られ、番組の検索をすることができます。視聴予
約や録画予約は楽々簡単にでき、放送時刻の変更
があってもすぐに対応します。

６ 双方向サービス
　受信機器に電話回線やインターネット回線をつ
なぐことにより、テレビ局と双方向にやりとりが
できます。リモコンの操作で視聴者参加型のクイ
ズ番組やリクエスト番組などに参加できます。

７ 携帯・移動体向けのサービス（通称：ワンセグ）
　携帯電話のほか、カーナビ、ポータブルテレビ
などで、外出先でも地上デジタル放送が楽しめま
す。特に緊急災害時には、電話が混み合ってつな
がらない状況でも、確実に避難情報などが受信で
きます。

　テレビ調査人や工事人を名乗って不正請求を行ったり、郵便による振

り込め詐欺 （架空請求）を行ったりする例がおきています。地上デジタ

ル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて、関連商品や

サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。

悪徳商法に

ご注意！！
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副
町
長
に
泉
正
夫
前
助
役

　

泉
正
夫
前
助
役
が
４
月
か
ら
副
町
長
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
も
の
で
、
助
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
副
町
長
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

岡
忠
一
収
入
役
が
退
任

　

旧
馬
頭
町
の
助
役
、
当
町
の
収
入
役
と

し
て
新
町
「
那
珂
川
町
」
の
誕
生
に
尽
力

さ
れ
た
岡
忠
一
収
入
役
が
、
３
月
31
日
付

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
職
員
に
小
口
さ
ん

　

南
那
須
広
域
行
政
事
務
組
合
教
育
委
員

会
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
教
育

委
員
会
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
小
口
公
正
さ
ん
（
小
川
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
「
昭
和
61
年
か
ら
３
年
間
馬
頭
中
学
校

に
勤
務
し
、
そ
れ
以
来
の
那
珂
川
町
勤
務

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
教
育
行
政
の
立
場
で
の
仕
事

に
な
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
教
育
が
で
き

る
よ
う
教
師
視
点
に
立
っ
て
学
校
現
場
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「那珂川町環境基本計画策定会議」公募委員を募集
　町では、総合振興計画に示された町民参画の取り組みの充実と協働のまちづくりを推進するため、環境
基本計画の策定にあたり、次により委員として参加してくださる方を募集します。
　環境基本計画とは、町の将来像を環境面から実現するとともに、環境保全に対する取り組みを町のみな
らず町民及び事業者が公平かつ適正な役割分担のもとに連携・協力し、総合的かつ計画的に推進するため
のものです。

◆募集人数　10人以内（委員 20人以内のうち）
◆役割・活動内容
　①環境基本計画（案）の策定
　②環境基本計画（案）策定のための調査・研究
　③その他、環境基本計画（案）策定に必要なこ
　　と（先進地視察への参加など）
◆任期
　委嘱された日から計画策定事務の終了の日まで
　（策定期間は平成 21 年２月までを目標として
　います。）
◆報酬　無償
◆応募資格
　応募時の年齢が 20歳以上 65歳未満で次の条
　件を満たす方
　①町内に住所を有する方
　②概ね１ヵ月に１回程度開催される会議に出席
　　可能な方

　③地方公共団体の議員または常勤の公務員でな
　　い方
◆応募方法・申し込み
　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、役場企
　画財政課へ申し込んでください。
　※郵送でも受け付けます。
　※申込書は役場企画財政課でお受け取りくださ
　　い。ホームページでも入手できます。
◆募集期間
　平成 19年５月 15日（火）～
　　　　　　　平成 19年６月８日（金）まで
　※郵送の場合は当日消印有効です。
◆選考　応募者多数の場合は、町において年令構
　　　　成や意見等を総合的に考慮して選考し、
　　　　決定します。
◆問い合わせ　企画財政課企画調整係
　☎ 0287 － 92－ 1114
　e-mail：kikaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp



　もしも、「お金を振り込んでくれ」などという電
話があった場合は、

●慌てて一人で銀行や郵便局へ行って振り込まないこと。
●周りにいる人に相談すること。
●不審と感じたらすぐに警察に連絡すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　を守って、被害に遭わないように十分に注意してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那珂川警察署　☎0287－ 92－ 0110
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地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
を
設
置

　

県
や
市
町
村
が
住
民
の
皆
さ
ま

に
提
供
す
る
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
主
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
税
金
で
す
。
こ
の
税
金
を
納

期
限
ま
で
に
納
税
者
が
納
付
し
て

い
な
い
状
況
を
滞
納
と
い
い
ま
す

が
、
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
の
ほ
か
に
、
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
が
税
金
を
滞
納

し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
そ
の

方
の
意
思
に
関
わ
ら
ず
強
制
的
に

滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
不

利
益
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

　

県
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
納

税
者
皆
さ
ま
の
公
平
性
を
保
ち
滞

納
の
解
消
を
図
る
た
め
、
県
と
市

町
が
協
力
す
る
「
地
方
税
徴
収
特

別
対
策
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
も
滞
納
整
理
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
の
対
策
室
に
職
員
を

派
遣
し
、
今
ま
で
以
上
に
滞
納
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納
税
相
談

　

町
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
納
税
相
談

を
行
い
ま
す
。

納
税
催
告

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
の
な

い
方
に
対
し
て
、文
書
（
催
告
書
）

の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問

等
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査

　

滞
納
者
の
財
産
状
況
に
つ
い

て
、
各
関
係
機
関
に
対
し
、
調
査

を
行
い
ま
す
。

差
し
押
さ
え
処
分

　

財
産
調
査
の
結
果
、
処
分
可
能

な
財
産
が
あ
っ
た
滞
納
者
に
対
し

て
差
し
押
さ
え
を
実
施
し
ま
す
。

差
し
押
さ
え
後
も
納
付
に
な
ら
な

い
場
合
は
、
差
し
押
さ
え
た
財
産

を
公
売
等
に
よ
り
換
価
し
、
滞
納

税
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
財
産
調
査
や
差
し
押

さ
え
処
分
は
、
法
律
に
基
づ
き
滞

納
者
の
了
解
を
得
ず
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課　

管
理
収
税
係

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
２
０

町
税
の
滞
納
整
理
を

　

 　
　

県
と
協
働
で
推
進
し
ま
す

急増しています。

県内で3月から振り込め詐欺の被害が急増しています。
最近の手口は、

振り込め詐欺被害！

●税務署などを装い、「税金を還付するので手数
　料を振り込んで欲しい」等指示する。
　　　　　　　　　など巧妙になっています。

●息子や親戚になりすまし、「携帯電話の番号を
　変えた。明日電話をかけてくれ」などと連絡が
　あり、翌日その番号に電話をかけると、「会社
　の金を使い込んでしまった」など
　と称して金の振り込みを
　指示する。
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
19
）

町
で
は
、
町
民
な
ど
を
対
象
に
最
終
処
分
場
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、先
進
地
視
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。那
珂
川
町
に
な
っ

て
か
ら
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
12
団
体
、
約
３
０
０
人
に
最

終
処
分
場
を
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、
埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
と
茨

城
県
笠
間
市
の
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
を
中
心
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
最
終
処
分
場
の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」

は
全
国
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
県

営
の
管
理
型
最
終
処
分
場
で
、
県

内
の
一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

彩
の
国
資
源
循
環
工
場
が
あ
り
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
中
間
処
理

や
廃
棄
物
発
電
の
工
場
な
ど
９
社

が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

か
さ
ま
」
は
県
出
資
の
（
財
）
茨

城
県
環
境
保
全
事
業
団
に
よ
り
運

営
さ
れ
、
平
成
17
年
８
月
に
供
用

を
開
始
し
た
最
新
の
技
術
で
建
設

さ
れ
た
最
終
処
分
場
で
す
。
埋
め

立
て
容
量
は
馬
頭
最
終
処
分
場
の

約
３
倍
で
２
４
０
万
㎥
に
な
り
ま

す
。

　

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
皆
さ
ん

は
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自

身
の
目
で
実
際
に
処
分
場
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

行
程
は
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
」を
午
前
９
時
に
出
発
し
、

午
後
か
ら
１
時
間
30
分
位
の
視
察

時
間
に
な
り
、
夕
方
６
時
位
に
戻

る
予
定
で
す
。
茨
城
県
の
「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
に
つ
い

て
は
、
午
前
・
午
後
ど
ち
ら
で
も

よ
く
、
視
察
時
間
は
２
時
間
程

度
、
往
復
で
３
時
間
程
度
に
な
り

ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
団
体
や

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は　

環
境
整
備
対
策
室

（
☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
０
）

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

次
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
場

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　　　相談窓口の開設

　馬頭最終処分場について、町民の皆さんの疑問にお答えし、
ご意見やご要望をお伺いするため、県と共同で相談窓口を開
設しています。

相談日　　毎週水曜日（当分の間）
時　間　　午後１時～午後６時
場　所　　那珂川町役場本庁２階　第３会議室
問い合わせ　県　馬頭処分場整備室　☎ 028 － 623 － 3227
　　　　　　町　環境整備対策室　　☎ 0287 － 92 － 1110



寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

岡　
　

忠
一
様
（
盛
泉
）

十
万
円　
　
　
　
　

菊
池　

藤
一
様
（
矢
又
）

一
万
七
千
十
四
円

（
有
）
益
子
建
築
・（
株
）
関
東
フ
ー
ズ
合
同

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

岡　
　

忠
一
様
（
盛
泉
）

十
万
円　
　
　
　
　

菊
池　

藤
一
様
（
矢
又
）

五
万
円　
　
　
　
　

戸
部　

正
子
様
（
盛
泉
）

五
万
円　
　
　
　
　

佐
藤　

フ
キ
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

荒
井　

智
子
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

神
岡
恵
津
子
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

小
高　

惠
子
様
（
和
見
）

○
教
育
文
化
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

岡　
　

忠
一
様
（
盛
泉
）

十
万
円　
　
　
　
　

菊
池　

藤
一
様
（
矢
又
）

○
図
書
館
へ

五
万
円　
　
　
　
　

松
崎
有
美
子
様
（
馬
頭
）

五
万
円　
　
　
　
　

戸
部　

正
子
様
（
盛
泉
）

五
万
円　
　
　
　
　

佐
藤　

フ
キ
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

神
岡
恵
津
子
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

小
高　

惠
子
様
（
和
見
）

○
美
術
館
へ

五
万
円　
　
　
　
　

荒
井　

智
子
様
（
健
武
）

五
万
円　
　
　
　
　

松
崎
有
美
子
様
（
馬
頭
）

○
馬
頭
西
小
へ

一
輪
車
三
台　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
様

○
小
川
幼
稚
園
へ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
台
／
ラ
ジ
カ
セ
二
台

む
つ
み
会
（
小
川
幼
稚
園
保
護
者
会
）
様

お
手
玉
百
五
十
個　

河
野
カ
ツ
子
様
（
小
川
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

五
万
円　
　
　
　
　

小
高　

惠
子
様
（
和
見
）

五
万
円　
　
　
　
　

神
岡
恵
津
子
様
（
健
武
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

五
万
円　
　
　
　
　

松
崎
有
美
子
様
（
馬
頭
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
３
９
１
回
）

11 広報なかがわ　平成19年５月10日

｢ 住 民 と 住 民 ｣

アンドリュー・シューク

　先月、姉妹都市で

あるホースヘッズ村

親善訪問団の 11人が

那珂川町を訪れまし

た。その前の月、私

たち那珂川町の訪問

団 17人が１週間ほど

姉妹都市に滞在しま

した。米国にあるホースヘッズ村と交流が始まったの

は 1990 年でした。そして、正式に 1993 年 4月に「国

際親善姉妹都市盟約書」に旧馬頭町の白寄町長とホー

スヘッズ村の副村長のスウィートさんがサインしまし

た。ところで、日本で初めて姉妹都市提携を結んだの

は長崎市とアメリカのミネソタ州にあるセントポール

市という都市でした。1955 年に締結され、歴史上重要

なことでした。そのセントポール市は人口が約 28万人

で、現在世界の 9つの都市と姉妹都市を結んでいます。

姉妹都市交流というと、いろいろな社会的な目的があ

り、教育、文化、産業、経済など各分野にわたる交流

を行っています。

　なぜ姉妹都市交流が大切なのかというと、世界が小

さくなっているからです。工業が発展したことで、飛

行機での世界旅行がしやすくなってきて、そして世界

中どこのニュースでも、すぐに私たちは知ることがで

きます。私たちは世界の一家族の中にいるのだという

こと、私たちにはそれぞれアイデンティティがあると

いうことがわかれば、国際理解が深められるようにな

ります。

　さて、ホースヘッズ村との盟約書を見た私の感想です。

まずは教育。児童・生徒や教員の皆さんも、ホームステ

イやホースヘッズ村の先生たちと交流し、また、来日時

にはたくさんの生徒・先生が交流に参加できるといいと

思います。

　それから文化。わが国の美術や生活を紹介してあげれ

ばあげるほど、自分の国の文化も自覚することができま

す。

　それから産業。那珂川町には農業や工場があるので、

経営指導者の皆さんとホースヘッズ村の産業を見学に

行ったり、ゼミに行ったりしてはどうでしょうか。例え

ば、地球温暖化という問題が世界中どこでも影響される

と言われているのですが、姉妹都市と話し合いをして、

お互いに関心のある事項について意見を交換してみる

と、両町村の繁栄、それから世界的な協力が得られ、問

題の解答をもっと見つけられるでしょう。

　それから住民福祉の発展。姉妹都市とお互いの子ども

の教育と成長、お年寄りの福祉、それから障害のある住

民を含めて、姉妹都市のことを理解するといいでしょう。

そうすれば、両町村の福祉の発展につながるでしょう。

　1993 年 4月 14 日に盟約書が作られたことを記念し

て、世界平和のことも書かれていましたが、教育、日米

文化、産業、経営を通じて、住民と住民同士の交流、ま

ちづくり、姉妹都市の友好親善を目指してお互いに一つ

になるとよいでしょう。姉妹都市交流というのは直接

ホースヘッズ村の皆さんと接することで、うまくいくの

ではないかと思います。
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し
め
や
か
に

 
戦
没
者
・
消
防
殉
職
者
合
同
追
悼
式

　

戦
没
者
・
消
防
殉
職
者
合
同
追
悼
式
が

４
月
27
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
遺
族
や
来
賓
約
２
０

０
人
が
参
列
し
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
川
崎
和
郎
町
長
は
「
戦
後
60
余

年
が
経
過
し
、改
め
て
尊
い
命
を
戦
争
に
、

あ
る
い
は
消
防
業
務
に
捧
げ
ら
れ
た
御
霊

を
遺
族
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

偲
び
、
住
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、ご
恩
に
報
い
る
決
意
で
す
」

と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
議
長
や
遺
族
代
表
、
消

防
団
長
な
ど
の
来
賓
が
戦
没
者
１
、 

０
３

５
柱
、
消
防
殉
職
者
３
名
の
追
悼
の
碑
に

向
か
い
、
次
々
と
献
花
し
ま
し
た
。

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　

教
育
委
員
会
が
閉
庁
式

　

地
区
の
教
育
行
政
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
の
教
育
委
員
会
が
平
成
18
年
度
で

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
３
月
28
日
、

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
（
大
桶
）
で
閉
庁
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
育
委
員
会
は
昭
和
49
年
４
月
に
発

足
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
設
置
し
、
地
区
教
育
行
政
の
共

同
処
理
事
務
を
開
始
。
以
来
、
32
年
間
中

核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
地
区
教
育
関
係
者
な
ど
70
人

が
出
席
。
藤
田
和
夫
委
員
長
は
「
当
組
合

教
育
委
員
会
が
計
り
知
れ
な
い
成
果
を
あ

げ
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
。
今
後
と

も
地
区
内
の
教
育
が
発
展
さ
れ
る
よ
う
祈

念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
発

足
当
時
か
ら
の
足
跡
が
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ

れ
、参
加
者
は
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

小
川
児
童
館
で

　
　
　
「
か
し
わ
も
ち
を
作
ろ
う
」

　

子
ど
も
の
日
を
前
に
、
手
作
り
の
か
し

わ
も
ち
を
味
わ
お
う
と
４
月
29
日
、
小
川

児
童
館
で
「
か
し
わ
も
ち
を
作
ろ
う
」
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
や
保
護
者
30
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
職
員
か
ら
か
し
わ
も
ち

の
作
り
方
の
説
明
を
受
け
、
早
速
、
上
新

粉
に
お
湯
を
注
い
で
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の
硬

さ
に
こ
ね
ま
し
た
。せ
い
ろ
で
蒸
し
た
後
、

す
り
鉢
に
入
れ
、
棒
で
突
き
、
手
の
中
で

丸
め
、
薄
く
伸
ば
し
た
後
、
中
央
に
あ
ん

を
入
れ
、
柏
の
葉
で
包
み
、
出
来
上
が
り
。

　

子
ど
も
た
ち
は
硬
い
皮
を
力
い
っ
ぱ
い

突
き
、
苦
労
し
て
作
っ
た
か
し
わ
も
ち
を

「
し
こ
し
こ
し
て
、買
っ
た
も
の
よ
り
お
い

し
い
」
と
満
足
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

カ
タ
ク
リ
山
公
園
な
ど
で

　
　

春
の
花
が
次
々
と
開
花

　

１
月
下
旬
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
カ
タ

ク
リ
山
公
園
や
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
、
梅

曾
公
園
で
春
を
彩
る
か
れ
ん
な
花
が
次
々

と
開
花
し
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

三
輪
の
カ
タ
ク
リ
山
公
園
で
は
、
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

カ
マ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
開
花
し
、
４

月
１
日
を
ピ
ー
ク
に
延
べ
２
万
５
千
人
が

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
馬
頭
温
泉
保
護
開
発
協
会
で

は
観
光
客
に
足
を
延
ば
し
て
も
ら
お
う

と
、
宿
泊
料
や
入
浴
料
、
お
土
産
品
な
ど

が
通
常
の
20
％
引
き
の
「
と
く
と
く
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
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入学・入園入学・入園

小･
中
学
校
、幼
稚
園
で
入
学
式

　

３
中
学
校
が
４
月
９
日
、
11
小

学
校
が
10
日
、２
幼
稚
園
が
11
日
、

入
学
式
や
入
園
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が

呼
ば
れ
る
と
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
入
生
や
新
入
園
児

の
緊
張
し
た
声
が
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
新
し
い
学
校
、
幼
稚

園
生
活
に
早
く
慣
れ
て
た
く
さ
ん

友
だ
ち
を
作
り
、
楽
し
い
毎
日
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
小
・
中
学
校
１
年
生

の
人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
馬
頭
小
学
校　
　
　
　
　

56
名

＊
健
武
小
学
校　
　
　
　
　

８
名

＊
和
見
小
学
校　
　
　
　
　

６
名

＊
大
内
小
学
校　
　
　
　
　

４
名

＊
谷
川
小
学
校　
　
　
　
　

５
名

＊
武
茂
小
学
校　
　
　
　
　

７
名

＊
大
山
田
小
学
校　
　
　
　

11
名

＊
馬
頭
西
小
学
校　
　
　
　

13
名

＊
小
川
小
学
校　
　
　
　
　

38
名

＊
薬
利
小
学
校　
　
　
　
　

８
名

＊
小
川
南
小
学
校　
　
　
　

14
名

＊
馬
頭
中
学
校　
　
　
　
　

100
名

＊
馬
頭
東
中
学
校　
　
　
　

33
名

＊
小
川
中
学
校　
　
　
　
　

66
名

ひばり幼稚園 小川幼稚園 ひばり幼稚園

小川小学校 馬頭東中学校 馬頭中学校

馬頭東中学校 小川中学校

健武小学校 馬頭中学校



ス
ト
レ
ス
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
①
～
⑩
の
中
で
思
い
あ
た

る
事
が
い
く
つ
あ
る
か
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い

②
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
、
な
か
な

　

か
治
ら
な
い

③
午
前
中
体
が
だ
る
い

④
根
気
が
な
く
な
っ
た

⑤
性
生
活
が
お
っ
く
う

⑥
近
ご
ろ
、
酒
や
煙
草
の
量
が
増

　

え
た

⑦
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く

　

な
っ
た

⑧
頭
が
重
い
。
と
く
に
午
前
中
が

　

ひ
ど
い

⑨
お
腹
が
は
る

⑩
集
中
力
が

　

落
ち
て

　

い
る

●
３
つ
以
上
あ
る
場
合

　

ス
ト
レ
ス
状
態
で
あ
り
、
そ
の

日
の
う
ち
に
解
消
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
５
つ
以
上
あ
る
場
合

　

か
な
り
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

い
ま
す
。
意
識
し
て
十
分
な
睡
眠

や
休
養
を
と
る
よ
う
に
努
め
ま
し

ょ
う
。　

●
８
つ
以
上
あ
る
場
合

　

体
や
心
、
生
活
上
に
不
調
が
出

て
き
て
い
る
は
ず
。
治
療
が
必
要

で
す
か
ら
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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和見小学校から

ス
ト
レ
ス
は
こ
う
し
て
防
ぐ

　

う
つ
病
や
自
立
神
経
失
調
症
な

ど
、
心
の
病
気
に
か
か
る
人
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
人
間
関
係
、
仕

事
、
お
金
、
子
育
て
・
・･

ス
ト

レ
ス
の
原
因
に
思
い
当
た
ら
な
い

人
は
、
ま
ず
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
状
況
の
中
で
は
、い
つ
、

誰
が
、
心
の
病
気
に
か
か
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
た
ら
、
意
識
的
に
気

分
転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
気
づ

い
た
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
実
践
す

る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、 

ス
ト
レ
ス
か
ら
守

り
、
心
の
病
気
を
防
い
で
く
れ
る

の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生
活

　

で
き
る
だ
け
日
々
の
ス
ト
レ
ス

は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
解
消
し
て

し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

★
昼
型
生
活
に
戻
る

　

夜
型
生
活
の
人
は
昼
型
の
生
活

に
改
善
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
眠
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
１
日
３
食
き
ち
ん
と
摂
る

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
り

肝
臓
の
機
能
を
高
め
、
免
疫
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

★
快
適
な
環
境
を
作
る

　

好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
、
好

み
の
絵
を
飾
っ
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
空
間
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。

★
緊
張
を
こ
ま
切
れ
に
す
る

　

仕
事
の
途
中
で
１
～
２
時
間
に

１
回
休
憩
を
と
り
、
休
日
は
の
ん

び
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

★
遊
び
を
う
ま
く
取
り
入
れ
る

　

趣
味
、
自
然
の
中
で
の
ハ
イ
キ

ン
グ
、温
泉
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

　

校
門
の
脇
の
し
だ
れ
桜
、
大
き

な
い
ち
ょ
う
の
木
、
空
に
そ
び
え

る
３
本
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
木
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
咲
く
自
然
観
察

池
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

て
、
伸
び
伸
び
と
30
名
の
児
童
が

生
活
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

満
開
の
し
だ
れ
桜
の
下
で
お
花
見

給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

和
見
小
学
校
は
、
１
年
と
２
年

は
単
式
学
級
、
３
・
４
年
と
５
・
６

年
は
複
式
学
級
で
、
全
校
生
は
30

名
で
す
。
教
育
目
標
は
「
よ
く
学

び
、
仲
良
く
遊
ぶ
、
た
く
ま
し
い

子
！
」
で
す
が
、
そ
の
と
お
り
、

み
ん
な
と
っ
て
も
仲
良
し
で
、
い

じ
め
や
け
ん
か
は
全
く
な
く
、
一

所
懸
命
何
事
に
も
取
り
組
み
、
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
ノ
ー

チ
ャ
イ
ム
で
す
が
、
児
童
集
会
、

朝
会
、
体
力
づ
く
り
、
清
掃
、
も

ち
ろ
ん
授
業
も
、
時
間
を
し
っ
か

り
守
っ
て
行
動
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
学
校
な
の
で
、

全
校
で
行
う
行
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
１

年
生
も
清
掃
班
で
隅
々
ま
で
掃
除

を
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
全
校

歩
く
遠
足
、
６
月
に
は
県
民

の
日
活
動
、
10
月
に
は
音
楽

祭
の
全
校
合
奏
、
11
月
に
は

収
穫
祭
と
学
習
発
表
会
を
兼

ね
た
和
見
っ
子
祭
り
、
年
間

を
通
し
て
体
力
づ
く
り
の
中

で
行
う
全
校
リ
レ
ー
等
、
ど

の
行
事
も
一
人
ひ
と
り
が
活

躍
し
、
全
員
で
協
力
し
て
成

し
遂
げ
る
喜
び
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
も
、
交
通

安
全
教
室
、
県
民
の
日
活

動
の
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
和
見
探

検
」、運
動
会
、
和
見
っ
子
祭

り
等
で
、
ご
協
力
や
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
和
見
小
学
校
の
素

敵
な
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
良

さ
を
十
分
に
生
か
し
て
、
30
名
の

児
童
が
元
気
に
明
る
く
楽
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

平
岩
弓
枝
／
著
（
毎
日
新
聞
社
）

 

「
俺
は
な
に
が
あ
っ
て
も
お
師
匠
様
と
天
竺
へ
行
き

た
い
よ
」
悩
み
、
苦
し
み
、
成
長
し
て
ゆ
く
、
師
匠
と

弟
子
た
ち
・
・
・
。
テ
レ
ビ
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
お
な

じ
み
の
物
語
を
新
解
釈
で
描
く
平
岩
版
「
西
遊
記
」。

挿
絵
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
『
高
松
塚
古
墳
は
守
れ
る
か
』　

毛
利
和
雄
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇
『
生
き
て
い
る
を
見
つ
め
る
医
療
』　

中
村
桂
子
・
山
岸
敦
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
わ
が
人
生
の
歌
が
た
り
』　

五
木
寛
之
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
朝
日
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
』　

恩
田
陸
／
著
（
新
潮
社
）

◇
『
佑
樹　

家
族
が
つ
づ
っ
た
物
語
』　

斎
藤
寿
孝
・
斎
藤
し
づ
子
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
な
ぞ
な
ぞ
ゆ
う
れ
い
船
』　

石
崎
洋
司
／
作
（
講
談
社
）

◇
『
わ
に
の
ニ
ニ
く
ん
の
ゆ
め
』　

角
野
栄
子
／
作
（
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

◇
『
ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白
』　

い
ち
か
わ
な
つ
こ
／
え
（
ほ
る
ぷ
出
版
）

◇
『
川
の
王
さ
ま　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
』　

広
島
市
安
佐
動
物
公
園
／
編
（
新
日
本
出
版
社
）

宮
本
延
春
／
著
（
講
談
社
）

　

小
中
学
校
と
卑
劣
な
い
じ
め
を
繰
り
返
さ
れ
成
績
は

オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
。

　

家
庭
内
暴
力
と
貧
困
に
苦
し
み
、
死
ぬ
こ
と
も
考
え

た
。
絶
望
の
淵
か
ら
は
い
上
が
っ
た
「
奇
跡
の
教
師
」

が
伝
え
る
、
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
感
動
の
記
録

で
す
。

『
未
来
の
き
み
が
待
つ
場
所
へ
』

ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー
／
作
（
小
学
館
）

　

「
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ

ろ
、
よ
う
せ
い
や
ば
け
も
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
す
ぐ
近

く
に
い
た
ん
で
す
よ
。
」
ゾ
ク
ッ
と
ふ
し
ぎ
な
ア
ト
リ
ー

の
魔
法
の
世
界
が
い
ま
よ
み
が
え
り
ま
す
。

『
月
あ
か
り
の
お
は
な
し
集
』

那珂川町
図書館

『
西
遊
記  

上
巻
』

俳　

句

乳
首
を
さ
ぐ
る
仔
牛
や
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

親
の
背
を
は
る
か
に
越
え
し
卒
業
子　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

鶴
川　

良
子

野
び
る
摘
む
指
に
光
が
か
ら
み
け
り　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

大
金　

キ
ヌ

子
等
集
ふ
春
泥
の
靴
脱
ぎ
捨
て
て　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

の
ど
か
さ
や
雲
大
翼
を
押
し
展
げ　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

国
造
の
碑
に
解
け
ぬ
文
字
鳥
帰
る　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

頑
な
に
口
閉
ざ
し
ゐ
し
男
の
子
の
ご
と
椿
の
蕾
や
う
や
く
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

子
等
守
り
女
手
一
つ
に
生
き
抜
き
し
母
の
忌
日
に
紅
梅
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

小
授
鶏
も
恋
の
季
節
か
山
里
に
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
と
は
粋
な
声
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　
　

岡　

イ
チ
エ

お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
も
う
す
ぐ
な
る
と
は
し
ゃ
ぎ
つ
つ
幼
は
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
毛
を
と
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

人
も
風
も
や
さ
し
き
町
に
移
り
来
て
三
十
余
年
の
歳
月
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

冬
を
越
す
度
に
小
さ
く
な
る
母
を
励
ま
し
て
今
年
の
桜
見
に
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

　
　仕

事
あ
る
こ
と
を
感
謝
で
送
る
日
日　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

身
を
捨
て
て
生
き
た
戦
後
を
母
言
わ
ず　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原
悠
起
夫

麦
踏
み
の
麦
に
教
わ
る
立
ち
直
り　
　
　
　
　
　
　

北
向
田　
　
　
　

小
林
や
す
こ

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
胸
で
よ
け
れ
ば
貸
し
て
や
る　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

雨
垂
れ
が
教
え
て
く
れ
た
打
開
策　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

園
児
バ
ス
降
り
て
飛
び
込
む
母
の
胸　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

短　

歌

川　

柳
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第３回町民登山参加者募集

　ヒメサユリの咲く登山道を
　　　　　歩いてみませんか！
日時　６月24日（日）
　　　荒天時７月１日（日）に延期
出発時間　午前４時
集合場所　総合体育館
コース　福島県只見町浅草岳　　　
参加人員　25名
　　（定員になり次第締切ります）
参加費　3,000円
申し込み・問い合わせ

　６月８日（金）までに総合体育館へ
　☎0287－92－5611

とちぎリハビリテーションセンター
身体障害者巡回診査更生相談

日時　６月21日（木）
　　　午後２時30分～午後４時
会場　馬頭健康管理センター
診察科目　肢体障害（整形外科）
　　　　　聴覚障害（耳鼻科）
※事前に予約申し込みが必要です。
　定員になり次第締め切ります。
問い合わせ・予約申し込み

　健康福祉課社会福祉係
　☎0287－92－1119
　支所健康福祉課社会福祉係
　☎0287－96－2115

商業統計調査にご協力を！

　６月１日、商業統計調査が全国一
斉に行われます。全国の卸売業、小
売業を営むすべての事業所が調査の
対象です。
　この調査は商業の実態を明らかに
し、商業の振興、中心市街地の活性
化など流通産業施策のための基礎資
料となるものです。５月下旬から調
査員が各事業所に伺います。提出さ
れた調査票を統計上の目的以外に使
用することはありません。皆さまの
ご協力をお願いします。
　経済産業省・栃木県・那珂川町

受講者募集
ゆかた着付教室（無料）

　今年の夏は、ゆかたを着て涼しい
気分を楽しんでみませんか。
　次の日程で着付教室を開催します。
期日　５月26日（土）
　　　６月19日（火）、26日（火）
　　　７月14日（土）、21日（土）
　　　　　　　　　　　（全５回）
時間　午後７時～午後９時
場所　小川公民館和室
定員　20名程度
準備する物　ゆかた、腰ひも、半巾帯
　　　　　　伊達締め（貸与あり）
指導者　きもの教育協会講師
申込期限　５月25日（金）まで
申し込み　宮崎登志子
　　　　　☎0287－96－2331

（財）栃木県育英会奨学生募集

　（財）栃木県育英会では平成19年
４月に高等学校（特別支援学校の高
等部を含む）または修業年限２年以
上の専修学校高等課程の第１学年か
ら第３学年に在学している人を対象
に奨学生を募集します。
募集期間　５月21日～６月22日
貸与月額　国公立18,000円
　　　　　私立　30,000円
願書等配布先　５月中旬から県内高
等学校等、市町教育委員会、県教育
事務所、県民センター、県民相談室
で配布します。
問い合わせ　（財）栃木県育英会事
務局☎028－623－3459
ホームページURL
http://www16.ocn.ne.jp/^tochiiku/
お願い　栃木県育英会では奨学金の
貸付原資となる善意の寄付金を募集
しています。1人でも多くの方にご
支援いただきたくお願いします。

栃木県次世代人材づくり事業
研修参加者募集

 ～新しい自分に会いに行こう！～

　栃木県次世代人材づくり事業実施
委員会では国際的視野を持ち、人間
性豊かで地域に貢献する青年リーダ
ー及び地域活動の推進役となる女性
リーダーの育成を目指し、研修参加
者を募集します。
研修期間　８月～平成20年２月
分野別研修（海外研修）日程

　11月26日～12月１日（６日間）
　行き先：中華人民共和国
　　　　（浙江省・上海市方面）
　※この他、一連の研修にも参加
募集人員　
　青年リーダー育成部門　40名
　女性リーダー育成部門　10名
募集期間　５月31日（木）まで
参加費　129,000円以内
　※国内交通費等別途個人負担
問い合わせ　栃木県次世代人材づく
　り事業実施委員会
　☎028－623－3074／3075

守りましょう。電波のルール

　総務省では６月１日から10日まで
を「電波利用保護旬間」として、電
波を正しく利用していただくための
周知・啓発活動及び不法無線局の取
り締まりを強化しています。
　テレビやラジオ放送、携帯電話の
身近なものから警察・消防・防災行
政無線など人命に関わる電波の利用
を保護し、安全で豊かな社会のため
に電波はルールを守り、正しく使い
ましょう。
不法無線局による混信・妨害
☎03－6238－1939
テレビ・ラジオの受信障害
☎03－6238－1945
放送相談（地上デジタル放送）
☎03－6238－1944
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職業講座「建設科」受講生募集

内容　jw_cadのwindows版（パソ
　コンでの図面作成ソフト）の応用
　操作の習得
期日　６月20日・27日、７月４日・
　11日・18日・25日（計6回）
時間　午後6時30分～午後9時
場所　大田原地域職業訓練センター
定員　20名（定員になり次第締め切
　ります）
教材費　6,000円
講師　島田正彦先生
受付期間　５月10日～25日
問い合わせ　大田原地域職業訓練セ
ンター☎0287－23－4500

労働保険（年度更新）の
申告・納付期限は5月21日です。

　概算・確定保険料の申告、納付は
栃木労働保険徴収室・労働基準監督
署において受け付けていますが、最
寄りの日本銀行歳入代理店や郵便局
等でも取り扱っています。
　申告の手続きは申告書と納付書を
切り離さないで、保険料を添えて窓
口に提出してください。
　なお、労働保険料申告等の事務を
社会保険労務士や労働保険事務組合
に委託する方法もあります。
　詳しくは、栃木労働局労働保険徴
収室（☎028－634－9113）・労働基準
監督署または公共職業安定所にお尋
ねください。

自衛官 ７・８月入隊者募集

自衛隊では平成19年度７・８月入隊
者の募集を行ってます。
◇採用試験日

６月23日、７月14日、８月４日の３
日間のうち、いずれか１日
試験会場は宇都宮市です。
◇応募資格・応募方法

　18歳以上27歳未満の男性の方。細

部および応募方法については、下記
までご連絡ください。
自衛隊大田原地域事務所
☎0287－22－2940
　　
　自衛官募集ＨＰ

なす風土記の丘資料館特別展
「那須官衙遺跡とその周辺」

　那須官衙遺跡周辺は梅曽大塚古
墳、浄法寺廃寺など古墳時代から奈
良・平安時代までの歴史が連綿と続
く、那須地方にとって重要な地とい
えます。そこで今回の特別展では、
周辺の遺跡と合わせて、これまでの
那須官衙遺跡の発掘調査成果につい
て改めて紹介します。
期日　６月24日（日）まで
開催場所　なす風土記の丘資料館湯
津上館
問い合わせ　なす風土記の丘資料館
小川館 ☎0287－96－3366

広報紙等の送付は有料になりました

　広報「なかがわ」の郵送希望者
（行政区に属していない世帯）につ
いては、平成19年3月まで無料で送
付していました。
　行政区から脱区する世帯が増加
し、自治活動が困難になってきてい
る集落があるのが現状です。
　そこで、自治会への加入促進と送
料の経費節減のため、４月から広報
紙等の送付が有料となりました。
　なお、広報「なかがわ」は那珂川
町ホームページからダウンロードで
きるほか、下記の公共施設に配置し
てあります。
那珂川町ホームページ

http://www.town.tochigi-nakagawa.
lg.jp
広報紙等配置施設

本庁住民生活課・本庁企画財政課・
小川支所住民生活課・馬頭総合福祉

センター・小川総合福祉センター・
馬頭健康管理センター・小川健康管
理センター・CTB放送センター・
山村開発センター・小川公民館・総
合体育館・馬頭図書館・小川図書館
問い合わせ　企画財政課広報広聴係
　　　　　　☎0287－92－1114

「郷土の書家と書作展」出品依頼

　郷土資料館では、物故された郷土
の書道家の遺作展を企画していま
す。書軸・扁額・色紙・その他、出
品のご協力をいただける方のご連絡
をお待ちしています。
展示期間　６月１日～30日
展示場所　馬頭郷土資料館
連絡先　教育委員会生涯学習課　
　　　　☎0287－92－2897
　　　　馬頭郷土資料館　　　　
　　　　☎0287－92－1103

栃木県政世論調査にご協力を

対象　県内に在住する20歳以上の方
から2,000名を無作為抽出
期間　５月18日（金）～６月８日（金）
実施方法　調査票を郵送します。
（秘密は厳守します。是非ご協力く
ださい。）
問い合わせ　栃木県広報課
　　　　　　☎028－623－2158

宇都宮東社会保険事務所
年金相談のご案内

第２月曜日の受付時間の延長

６月11日、７月９日、８月13日
午後７時まで受付
第２土曜日の年金相談

６月９日、７月14日、８月18日
午前９時30分から午後４時まで受付
電話での年金相談は「ねんきんダイ
ヤル」へ
☎0570－05－1165（年金請求など）
☎0570－07－1165（年金を受けてい
る方）
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南那須地区広域行政事務組合立
那須南病院職員募集案内

　平成19年７月１日付採用職員を募
集します。
看護師、准看護師　　　　　　３名
応募資格等　看護師または准看護師
の免許を既に取得されている方
臨床工学技士　　　　　　　　１名
社会福祉士　　　　　　　　　１名
応募資格等　昭和47年４月２日以降
に生まれた方で当該免許を既に取得
されている方
看護助手　　　　　　　　　　２名
応募資格等　昭和47年４月２日以降
に生まれた方でホームヘルパー３級
以上の資格を既に取得されている方
応募方法《提出方法等》

①履歴書（市販されている用紙を用
　いて下さい）
②免許証の写し
③返信用封筒（80円切手を貼付し、
　返信先を明記して下さい）
応募先　南那須地区広域行政事務組
合立那須南病院「総務課」
《〒321－0621　栃木県那須烏山市
中央３丁目２番13号》
応募期間　５月19日～28日
※郵送の場合は５月28日の消印有効
採用試験の方法　作文及び面接試験
問い合わせ　南那須地区広域行政事
務組合立那須南病院「総務課」
☎0287－84－3911（代）
ホームページアドレス
http://www.nasuminami-hosp.
karasuyama.tochigi.jp

自治総合センター「コミュニティ
助成事業」のご案内

事業目的　コミュニティ助成事業
は、（財）自治総合センターが宝く
じ普及広報事業費を財源に、地域の
健全な発展を図るためコミュニティ
活動に対して助成するものです。前
年度は梅曾地区公民館が宝くじの助
成金（コミュニティセンター助成事

業）で整備されました。
事業内容　
①一般コミュニティ助成事業
　住民のコミュニティ活動に必要な
施設や設備の整備に関する事業
②緑化推進コミュニティ助成事業
　広場、公園などのコミュニティ施
設の整備や植樹・植栽などを行う事
業
③自主防災組織育成助成事業
　自主防災組織が行う災害の被害防
止活動および軽減活動ための事業
④コミュニティセンター助成事業
　コミュニティ活動を積極的に推進
するための建設（地区公民館等）整
備を行う事業
※新築事業のみ。増築、改築、修繕
などは対象となりません。
⑤青少年健全育成助成事業
　主に小･中学生が参加するイベン
ト等のソフト事業
問い合わせ　生涯学習課生涯学習係
☎0287－92－2897

『南那須養護学校運動会』のご案内

　栃木県立南那須養護学校では、障
がい児教育への理解と認識を深めて
いただくため、学校見学会の一環と
して運動会を行います。
日時　５月19日（土）
午前９時50分～午後２時
※雨天の場合は、５月20日に順延
場所　栃木県立南那須養護学校（那
須烏山市藤田1181－152）
※見学を希望される方は、事前に学
校にお申し込みください。
問い合わせ　栃木県立南那須養護学
校　☎0287－88－7571

南那須地区障害者相談支援
センター移転のお知らせ

　これまで烏山健康福祉センター内
に事務所を設置しておりましたが、
４月より下記の住所に移転となりま
した。なお、電話番号等は変更あり

ません。お気軽にご相談ください。
住所　那須烏山市旭１丁目18－８
  ☎ 0287－80－1020
Fax 0287－80－1027　
利用時間

窓口は午前８時30分～午後５時
電話による相談は24時間受付
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係
☎0287－92－1119　支所健康福祉課
社会福祉係　☎0287－96－2115

栃木県障害者スポーツ大会
参加選手募集

期日　９月30日（日）
会場　栃木県総合運動公園、栃木県
体育館プール館ほか
競技種目　陸上競技、卓球、アーチ
ェリー、フライングディスク、水泳
ほか
参加資格　次のすべてに該当する方
①４月１日現在で12歳以上の身体障
　害者または知的障害者
②栃木県内に居住地を有する方
③身体障害者の方は、身体障害者手
　帳を所持すること
申込期間　５月18日～６月８日
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係
☎0287－92－1119　支所健康福祉課
社会福祉係　☎0287－96－2115

馬頭広重美術館からのお知らせ

５月18日は「国際博物館の日」

　毎年５月18日は「国際博物館の
日」。全国の博物館・美術館でさま
ざまなイベントが行われています。
当館では、来館者全員に当館オリジ
ナルポストカードをプレゼント。こ
の機会に、ぜひご来館ください。
５月20日は「家庭の日」

　毎月第３日曜日は「家庭の日」。
中学生以下のお子様を含むご家族
は、観覧料が無料となります。　
問い合わせ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎0287－92－1199
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お知らせ

環境社会検定試験（eco検定）の
ご案内

eco検定とは？

　環境に対する幅広い知識を持ち、
社会の中で率先して環境問題に取り
組む〝人づくり〟、そして環境と経
済を両立させた「持続可能な社会」
を目指すのが「環境社会検定試験
（eco検定）」です。
　大田原商工会議所では、平成19年
度よりeco検定試験を開始します。
第２回eco検定

試験日　７月15日午後１時30分
申込登録期間　５月１日～６月１日
第３回eco検定

試験日　12月16日午後１時30分
申込登録期間　10月２日～11月２日
検定料　5,250円
試験会場　大田原市内
申し込み　東京商工会議所検定セン
ターへ☎03－3989－0777またはイン
ターネットhttp://www.kentei.org/
で登録後、払込取扱票（申込書）が
郵送されるのをお待ちください。
試験についての問い合わせ

東京商工会議所検定センター
☎03－3989－0777

 「女性教育指導者研修」受講生募集

研修日　６月～９月中の計８日間
対象　女性団体の指導的立場にある
方、または女性学級やその他の学習
グループにおける指導的立場の方
内容　講義・演習・グループ研究等
をとおして、女性の視点を活かした
豊かな地域づくり、女性を中心とし
た自主的団体活動と男女共同参画社
会の在り方について学びます。
申し込み　町教育委員会生涯学習課
（山村開発センター内）
☎0287－92－2897
申し込み期限　５月23日（水）
問い合わせ　栃木県総合教育センタ
ー生涯学習部☎028－665－7206

※開催要項は町生涯学習課にもあり
ます。

とちぎテレビでCTBの「ニュース
ポケット」の映像が放送されます

　とちぎテレビ「イブニング６」の
毎週水曜日６時30分から県内のケー
ブルテレビの情報をお届けする番組
でCTBの「ニュースポケット」で
放送したイベントやお祭りなどを紹
介します。
　放送は、毎月第４水曜日となりま
すので、ご覧下さい。

栃木県社会保険労務士会からの
お知らせ

無料なんでも相談会

　個別労使紛争（リストラなど）、労
働保険（労災・雇用）、社会保険（年
金・諸手続）などに関する事業主・
労働者への相談会を開催します。
日時　毎月第３水曜日
　　　午前10時～午後４時
場所　栃木県社会保険労務士会館
　　　宇都宮市鶴田町3492－46
問い合わせ　☎028－647－2028
※ご相談がある場合は、相談会開催
日の２日前までにご連絡ください。
アスベスト労働災害に関する電話相

談

　「石綿ばく露作業」従事者のアス
ベスト（石綿）による健康被害に対
する電話相談を実施します。
時間　午前９時～午後４時（土・
日・祝日を除く）
問い合わせ　アスベスト労働災害対
策室（栃木県社会保険労務士会館
内）☎028－647－2028

電話加入（利用）権公売

　矢板県税事務所では、県税の滞納
により差し押さえた電話加入（利
用）権の公売を行います。
日時　５月23日（水）午後1時30分
（10分前にお集まりください）

場所　栃木県庁塩谷庁舎101会議室
持参物　印鑑、買受代金（代理人の
場合には委任状が必要です）
問い合わせ　矢板県税事務所収税課
　　　　　　☎0287－43－2171

コンビニで自動車税の納税が
できるようになりました

　平成19年度の自動車税が、コンビ
ニエンスストアで納付することがで
きるようになりました。バーコード
が印刷されている納税通知書であれ
ば、土日や祝日でも、コンビニエン
スストアで自動車税を納めることが
できます。納付できるコンビニエン
スストアについては、自動車税の納
税通知書をご覧ください。自動車税
の納期限は５月31日です。納期内に
納めましょう。
問い合わせ 自動車税事務所☎028－
658－5521、矢板県税事務所収税課
☎0287－43－2171

「とちぎ女性政策塾」受講者募集

主催　（財）とちぎ男女共同参画財団
研修日　７月７日、７月28日、９月
１日、９月15日、10月６日、10月27
日、11月17日、12月１日の計８日間
（いずれも土曜日）
会場　パルティとちぎ男女共同参画
センター　
定員　20名
対象　地方行政に参画する意欲のあ
る女性
内容　講義及びグループワーク
問い合わせ　パルティとちぎ男女共
同参画センター☎028－665－7706
申込締切り　６月９日（土）必着

5月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 9,980 人  （－ 23）
 　女　　10,019 人  （－ 17）
 　計　　19,999 人  （－ 40）
 世帯数　  5,977　    （＋ 14）

（　）内は前月との比較
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・６月９日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、昔ば
　なしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

新緑が美しいさわやかな
季節になりました。
お友達を誘って
遊びに来てください。

★なかよしひろば
・５月17日（木）午前10：00～
　今年度はじめてのなかよしひろばです。
　小さいお子さんと保護者の皆さん、一緒に楽しく過
　ごしましょう。初めての方大歓迎！気軽に参加して
　ください。
・参加申し込み　５月13日（日）まで
・参加費　50円（おやつ代）

★生け花教室

「児童館」
5月16日～6月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・５月16日（水）午前10：30～
・６月 6 日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会
・６月２日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があり
　ます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★映　画　会
・５月19日（土）第１回　午前10：00～
　　　　　　　　 第２回　午後 １：30～
・内容　ディズニー映画「ティモンとプンバァ」
　ゆかいで楽しいお話です。ぜひ見に来てください。

★なかよしひろば
・６月１日（金）午前10：00～
　しゃぼんだまあそびをしよう。
・参加申し込み　５月30日（水）まで
・参加費　50円（おやつ代）

・５月26日（土）午後１：30～
　家の玄関やお部屋などにステキなお花をかざりませ
　んか？
・講師　森嶋恵美子先生
・参加申し込み　５月23日（水）まで
・花代　700円

★遠　足
・６月10日（日）午前９：00～午後３：00　
・場所　栃木県子ども総合科学館（宇都宮市）
・参加費　無料
・参加申し込み受付　５月19日（土）～６月５日（火）
・先着　30名　※申し込み用紙が児童館にあります。

今
月
の
表
紙

　

健
武
小
学
校
で
は
４
月
10

日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
に

手
を
引
か
れ
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
入
場
し
て
来
た
８
名

の
新
入
生
。

　

式
典
で
は
、
担
任
の
先
生

か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

元
気
に
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

・６月13日（水）午後1：30～
・テキスト「声に出して読みたい日本語」　
　　　　　　　　　　　　齋藤　孝／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会
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郡
司

で
あ
っ
た
丈は

せ
つ
か
べ
の
ま
す
の

部
益
野
が
、
下
野
国
司

か
ら
開
田
と
２
、 

０
０
０
人
の
人
口

増
加
を
評
価
さ
れ
、
仮
に
外
従
五
位

下
を
叙
せ
ら
れ
た
」と
あ
り
ま
す
。こ

こ
か
ら
は
鉄
の
生
産
が
広
ま
り
、
鉄

製
品
で
の
開
田
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

那
須
郡
が
繁
栄
し
て
い
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

現
在
湯
津
上
館
で
開
催
中
の
特
別

展
で
は
、
那
須
官
衙
遺
跡
で
出
土
し

た
鉄
製
品
や
那
珂
川
町
内
か
ら
出
土

し
た
鞴
の
羽
口
を
展
示
し
、
実
際
に

鉄
滓
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
「
古
代
の
鉄
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

　
　
　
　
　

学
芸
員　

金
子
智
美
）

で
は
、
東
北
の
蝦え
み
し夷
政
策

の
一
環
と
し
て
、
大
規
模

に
鉄
生
産
を
行
っ
て
い
た

事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
那
須
で
も
那
須
官
衙

遺
跡
を
中
心
と
し
た
那
珂

川
町
内
で
、
東
北
政
策
を

意
識
し
た
鉄
生
産
が
行
わ

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

山
田　
　

永は
る
か　
　

剛

　
　
　
　
　
　

佳
代
子　

馬　

頭

岡　
　

大ひ
ろ
む夢 

勲

　
　
　
　
　
　

優　

子　

馬　

頭

石
井　

惺せ
い
ら來　

隆　

二

　
　
　
　
　
　

尚　

美　

馬　

頭

菊
池　

菜な

な那　

育　

也

　
　
　
　
　
　

亜
由
美　

馬　

頭

荒
巻　

勇は
や
と斗　
　

毅

　
　
　
　
　
　

千　

恵　

健　

武

谷
田
歩ほ

の

か
乃
歌　

拓　

弥

　
　
　
　
　
　

智　

子　

小　

口

髙
野　

桜さ
く
ら
こ子　

祐　

治

　
　
　
　
　
　

愛　

子　

久
那
瀬

枡
井　

香か
の
ん音　

孝　

明

　
　
　
　
　
　

ま
す
み　

谷　

川

髙
橋　

駿し
ゅ
ん
た太　

郁　

夫

　
　
　
　
　
　

久
美
子　

大
那
地

船
山　

桜は
る
な菜　

辰　

也

　
　
　
　
　
　

み
ゆ
き　

小　

砂

石
田　

絢あ
や
か香　

勝　

典

　
　
　
　
　
　

香　

織　

小　

川

結
城
翔し
ょ
う
た
ろ
う

大
郎　

靖　

宏

　
　
　
　
　
　

里　

歌　

小　

川

堀
江
さ
く
ら　

健　

次

　
　
　
　
　
　

こ
ず
恵　

小　

川

小
池　
　

葵あ
お
い　

里　

志

　
　
　
　
　
　

真
由
美　

谷　

田

盛
田　

望の

あ愛　

孝　

昭

　
　
　
　
　
　

由
紀
子　

谷　

田

藤
澤　

ひ
な　

孝　

生

　
　
　
　
　
　

美　

香　

三　

輪

平
成
19
年
３
月
21
日
～

　

平
成
19
年
４
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

星　
　
　

智
（
75
）　　

馬　

頭

金
子
千
枝
子
（
59
）　　

馬　

頭

野
口　

藤
吉
（
98
）　　

馬　

頭

吉
成　
　

節
（
88
）　　

馬　

頭

伊
藤　

克
己
（
63
）　　

馬　

頭

佐
藤　

サ
キ
（
92
）　　

馬　

頭

岡
山　

セ
キ
（
85
）　　

馬　

頭

中
山　

イ
ト
（
83
）　　

馬　

頭

荒
井　

イ
チ
（
84
）　　

健　

武

薄
井　

ハ
ナ
（
80
）　　

健　

武

薄
井　

庄
吉
（
80
）　　

健　

武

菊
池　

ア
キ
（
95
）　　

矢　

又

菊
池　

賢
一
（
67
）　　

矢　

又

岡
﨑　

チ
ヨ
（
85
）　　

小　

口

佐
藤　

和
子
（
87
）　　

小　

口

岸　
　

信
雄
（
80
）　　

久
那
瀬

駒
場　

重
男
（
89
）　　

久
那
瀬

吹
場　

之
男
（
85
）　　

松　

野

岡
本　
　

功
（
49
）　　

富　

山

大
久
保
テ
ツ
（
90
）　　

大　

内

大
森　

タ
ネ
（
79
）　　

大
那
地

星　
　
　

克
（
83
）　　
大
山
田
下
郷

髙
野　

好
敏
（
82
）　　
大
山
田
下
郷

大
金　

ヒ
テ
（
99
）　　

小　

砂

星　
　
　

馨
（
73
）　　

小　

砂

秋
元　

久
三
（
74
）　　

小　

川

菊
地　

敏
夫
（
56
）　　

小　

川

佐
藤　

ミ
ヨ
（
85
）　　

小　

川

奈
良　

和
代
（
67
）　　

谷　

田

山
澤
ス
イ
ノ
（
91
）　　

白　

久

関
根
三
枝
子
（
76
）　　

白　

久
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春季特別展

「棟
むな

方
かた

志
し

功
こう

 ―『板
はん

画
が

』への挑戦」

第20回

ミニ
ギャラリー

棟方志功「御華狩頌乾坤妙韻板画柵」栃木県立美術館所蔵　

1954（昭和 29）年制作　1955（昭和 30）年摺

谷
川
の
里
は
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
　

菊
池
幸
夫
さ
ん
（
谷
川
）

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
　絵画、写真、絵手紙などの
作品をお待ちしております。
申し込み・問い合わせ：企画
財政課 ☎0287－92－1114

風
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

ばとうの観光写真
コンテスト受賞作品

　棟
むなかたしこう

方志功が求めたのは、白と黒
の面が織りなす美。
　白は黒を活かし、黒は白を活か
す。平面性の高い木版画でこそ引
き立つ世界。　
　「華

はなかりしょう

狩頌」という題名で知られ
る本作は、東西南北の空に矢を放
つというアイヌのお祭りと高

こう

句
く

麗
り

古墳の壁画からヒントを得て制作
されたもの。
　一見、狩

しゅ

猟
りょう

図
ず

のように見えますが、よく
見ると、馬に乗った３人は武器を持ってい
ません。弓矢を持ってかまえる“ポーズ”
をとっているだけです。その周りには犬、
花や貝などが散りばめられており、白黒の
画面ながら華やかな印象を与える作品で
す。
　この作品について彼は「けものを狩るに
は、弓とか鉄砲とかを使うけれども、花だ
と、心で花を狩る。きれいな心の世界で美
を射止めること、人間でも何でも同じで
しょうが、心を射止める仕事、そういうも
のをいいなあと思い、弓を持たせない、鉄
砲を持たせない、心で花を狩るという構図
で仕事をした」といっています。
　美を狩って観る人の心を射止める。これ
はまさしく、志功の「画家」という仕事に

ほかなりません。そしてその仕事は確かに
成功を収めているのです。本作は高い評価
を受け、海外でも多く収蔵されています。
志功の美は世界の心を射止めたといってい
いでしょう。
　ちなみに今回の展示品 [～６月３日（日）
まで展示中 ] では、緑と紫に彩

いろど

られた、
志功の手になる題

だいせん

箋がつけられています。
この題箋も、華やかさを増す要素となって
います。志功は表

ひょうそう

装にもこだわりを持って
いたといいますから、おそらく本作の表装
も彼の指示によるものだったのでしょう。
　実は独特な表装も展覧会の隠れた見

みどころ

所の
ひとつなのです。
　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　津田卓子


